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　昨年（2010年）11月18日～20日南米ボリビアの

サンタクルスで、第10回記念日本－ボリビア国

際消化器シンポジウム（X Simposio Internacional 

Boliviano-Japones de Gastroenterologia“Dr.

Toshiaki Kamiya”）が開催されました（写真１）。

　日本から末松誠慶應義塾大学医学部長（医化

学）をはじめ東京女子医科大学、千葉大学、昭

和大学、順天堂大学、慶應義塾大学、東京歯科

大学から11名の先生方が参加されました。末松

先生のご講演「Mining gas-responsive regulators 

of metabolic systems through advanced mass 

spectrometry」をはじめ Progenitor cellや癌免疫

療法、拡大内視鏡・内視鏡治療、H.Pylori、口腔

癌、胃食道逆流症、胃癌、胆道癌、膵炎・膵癌、

肝癌、肝血管解剖・肝切除、大腸癌、シャガス

病、パピローマウイルスなどのウイルス性疾患、

総合医学など基礎・臨床の各セッションで極めて

ハイレベルな講演・ディスカッションが行われま

した。

　日本－ボリビア医療友好協会１）および日本－

ボリビア国際消化器シンポジウム２）については、

本誌にて既に詳述させていただきました。日本－

ボリビア国際消化器シンポジウムは1982年に第１

回が開催され、日本－ボリビア医療友好協会は

1990年に公式に創立され、2007年には特定非営利

活動法人になりました３）。

　今回のシンポジウムは、ボリビア側のボリビア－

日本医療友好協会（Asociacion Medica y Amistad 

Boliviano-Japonesa）の前会長 Dr. Toshiaki Kamiya 

（神谷利明）の追悼シンポジウムとなりました。

Dr. Toshiaki Kamiya は1979年～1981年に慶應義

塾大学医学部消化器内科に留学され、帰国後も日

本とボリビアの医療の架け橋として大活躍されま

したが、大変残念なことに、2008年３月５日心

筋梗塞のため急逝されました（享年57歳）。追悼

講演を森下がさせていただきましたが、御長男

の Dr. Akitoshi Kamiya（神谷明利）は今回のシン

ポジウムのボリビア側会長を立派に務められまし

た。Dr. Akitoshi Kamiyaも2002年～2005年に慶應

義塾大学、昭和大学に留学されています。

　閉会式翌日には、サンタクルスのサンパブ

ロ上級カトリック大学附属日本病院（Hospital 

Universitario Japones afiliado a la Univerisidad 

Catolica Mayor de San Pablo）（写真２）とサンフ

ァン移住地日本病院（Hospital Colonia Japonesa 

San Juan）（写真３）を訪問しました。

　次回の第11回シンポジウムを、2012年秋にやは

りボリビアで予定しています。第１回から第10回

シンポジウムまで154名の日本人医師、3,456名の

ボリビア人医師、295名の他国の医師、24名のボ

リビア人看護師が参加されました。

　私たちは本シンポジウムを消化器のみならず 

基礎・臨床医学の各領域さらには看護領域、コメ

ディカル領域も含めた学際的学術集会へ発展させ

ることを目指しています。これまで医化学、熱帯

医学・寄生虫学や整形外科、泌尿器科、皮膚科、

総合医学、歯科・口腔外科など各大学・病院の基

礎、臨床の先生方がご出席・ご講演くださいま

した。今後も諸先生のご参加をお願い申し上げ 

ます。

第10回記念 
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　近年、リチウムなどのレアメタルの埋蔵が注目

され、日本からボリビアへの政治・経済的アプロ

ーチが活発化しています。私たちは医療を通した

友好・協力を推進したいと思っています。

　ご講演・ご参加くださいました末松誠先生、梶

原哲郎先生、竜崇正先生、三浦左千夫先生、永田

博司先生、遠藤俊吾先生、唐澤直子先生、奈良武

司先生、中原健太先生、山内智博先生、唐澤慧氏

（順不同）に深謝申し上げます。

（特定非営利活動法人日本 - ボリビア医療友好協会ホーム
ページ　http://www.nippon-bolivia-iryo-yuuko.jp）
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写真１　開会式

写真２　�サンパブロ上級カトリック大学附属日本病院�
（Hospital�Universitario�Japones�afiliado�a�la��
��Univerisidad�Catolica�Mayor�de�San�Pablo）�
（サンタクルス）

写真３　�サンファン移住地日本病院�
（Hospital�Colonia�Japonesa�San�Juan）


